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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第１四半期連結
累計期間

第40期
第１四半期連結
累計期間

第39期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 3,516,542 3,472,946 14,240,008

経常利益（千円） 365,099 317,414 1,265,740

四半期（当期）純利益（千円） 219,077 186,963 778,283

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
272,533 289,138 695,683

純資産額（千円） 18,540,932 18,901,349 18,787,344

総資産額（千円） 22,569,798 22,966,683 22,641,673

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.53 10.69 44.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 82.0 82.1 82.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

  当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧州の債務不安が深刻さを増し、これまで堅調であった中国経

済に減速傾向が認められるなど、不安定な状況です。わが国経済は、震災の復興需要やエコカー減税の効果で緩や

かな回復基調にありますが、円高傾向長期化や電力供給への不安から、先行き不透明な状況です。当社の関連する

プラスチック成形業界におきましては、地域別には東南アジア、業種別には自動車及び生活関連用品向けの需要が

堅調でした。

　このような情勢の中で当社グループは、日本機械学会賞（技術）を受賞した最適設計技術導入のＹＣシリーズ

が、高速・軽量・省エネという優位性を認められ、汎用ロボットの売上を伸ばしました。しかし、特注機による大型

案件がなかったため、売上高は3,472,946千円（前年同四半期比1.2％減）となりました。利益面では、営業利益は

234,428千円（前年同四半期比28.5％減）、経常利益は317,414千円（前年同四半期比13.1％減）、四半期純利益は

186,963千円（前年同四半期比14.7％減）となっております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　（日本）

特注機の売上が減少したため、売上高は3,110,776千円（前年同四半期比6.1％減）となり、営業利益は

232,510千円（前年同四半期比14.4％減）となりました。

　（米国）

売上高は414,444千円（前年同四半期比2.2％増）となり、営業利益は28,783千円（前年同四半期比7.3％減）

となりました。

　（アジア）

韓国及びタイの子会社が好調だったため、売上高は855,883千円（前年同四半期比38.7％増）となりました

が、円高による日本からの輸入品の為替の影響を受け、営業利益は53,364千円（前年同四半期比8.2％減）と

なりました。

　（欧州）

売上高は38,437千円（前年同四半期比14.2％減）となり、営業損失は10,056千円（前年同四半期は営業損失

8,244千円）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ367,305千円増加し17,331,497千円となりました。これは現金及び預金が

152,630千円減少しましたが、受取手形及び売掛金が116,589千円、仕掛品が191,527千円、商品及び製品が157,652

千円増加したことによるものです。

　固定資産につきましては大きな変動はなく、資産合計は325,009千円増加の22,966,683千円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ206,499千円増加し3,934,798千円となりました。これは前受金が200,572千

円増加したことなどによります。固定負債につきましては大きな変動はなく、負債合計は211,005千円増加して

4,065,333千円となりました。

　純資産は、為替換算調整勘定が増加したことなどから前連結会計年度末に比べ114,004千円増加の18,901,349千

円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グル－プが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(4）研究開発費活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は139,548千円であります。

  なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グル－プの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 17,819,033 17,819,033
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

100株　

計 17,819,033 17,819,033 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日 
－ 17,819,033 － 1,985,666 － 2,023,903

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     328,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  17,343,400 173,422 －

単元未満株式  普通株式  　 146,733 － －

発行済株式総数 17,819,033 － －

総株主の議決権 － 173,422 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式1,200株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個は含まれ

ておりません。

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機
京都市伏見区久我

本町11番地の260
328,900 － 328,900 1.85

計 － 328,900 － 328,900 1.85

　（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株数は329,090株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。なお、監査役　鎌倉寛保は予定通り平成24年７月１日に当社監査役に就任しました。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,747,068 7,594,437

受取手形及び売掛金 ※
 4,670,510

※
 4,787,100

有価証券 300,000 300,000

商品及び製品 898,193 1,055,845

仕掛品 856,105 1,047,632

原材料及び貯蔵品 1,861,430 1,928,313

繰延税金資産 365,173 396,928

その他 283,833 239,523

貸倒引当金 △18,123 △18,285

流動資産合計 16,964,191 17,331,497

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 994,896 988,892

土地 3,935,369 3,942,532

その他（純額） 174,929 167,201

有形固定資産合計 5,105,195 5,098,626

無形固定資産 81,147 82,057

投資その他の資産

投資有価証券 241,443 199,694

繰延税金資産 16,865 24,188

その他 271,419 268,678

貸倒引当金 △38,589 △38,059

投資その他の資産合計 491,139 454,502

固定資産合計 5,677,481 5,635,185

資産合計 22,641,673 22,966,683
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 2,314,053

※
 2,378,417

未払金 468,424 473,312

未払法人税等 300,968 131,490

前受金 209,459 410,032

賞与引当金 180,000 98,000

役員賞与引当金 16,950 6,000

製品保証引当金 104,897 98,561

その他 133,545 338,983

流動負債合計 3,728,298 3,934,798

固定負債

役員退職慰労引当金 66,780 66,780

その他 59,250 63,755

固定負債合計 126,030 130,535

負債合計 3,854,328 4,065,333

純資産の部

株主資本

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,023,903 2,023,903

利益剰余金 15,625,496 15,637,558

自己株式 △347,903 △348,137

株主資本合計 19,287,162 19,298,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47,576 20,866

為替換算調整勘定 △581,173 △471,283

その他の包括利益累計額合計 △533,596 △450,416

少数株主持分 33,778 52,774

純資産合計 18,787,344 18,901,349

負債純資産合計 22,641,673 22,966,683
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,516,542 3,472,946

売上原価 2,261,774 2,237,624

売上総利益 1,254,768 1,235,321

販売費及び一般管理費 926,995 1,000,893

営業利益 327,772 234,428

営業外収益

受取利息 7,002 4,318

受取配当金 1,944 1,974

仕入割引 2,855 2,727

為替差益 18,462 69,815

その他 8,322 5,707

営業外収益合計 38,587 84,543

営業外費用

売上割引 47 418

その他 1,213 1,139

営業外費用合計 1,260 1,558

経常利益 365,099 317,414

特別利益

固定資産売却益 748 38

特別利益合計 748 38

特別損失

固定資産除売却損 269 0

特別損失合計 269 0

税金等調整前四半期純利益 365,578 317,453

法人税等 140,362 115,334

少数株主損益調整前四半期純利益 225,216 202,118

少数株主利益 6,138 15,155

四半期純利益 219,077 186,963
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 225,216 202,118

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,878 △26,709

為替換算調整勘定 49,195 113,729

その他の包括利益合計 47,317 87,020

四半期包括利益 272,533 289,138

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 265,380 270,143

少数株主に係る四半期包括利益 7,153 18,995
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を行っております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 94,219千円 86,306千円

支払手形 78,587千円 102,228千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 44,576千円 49,609千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日

取締役会
普通株式 227,376 13平成23年３月31日平成23年６月14日利益剰余金 

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月９日

取締役会
普通株式 174,900 10平成24年３月31日平成24年６月13日利益剰余金 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
2,495,377403,734572,61644,8143,516,542 － 3,516,542

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

818,2791,67144,636 － 864,586△864,586 －

計 3,313,656405,405617,25244,8144,381,128△864,5863,516,542

セグメント利益

又は損失（△）
271,60431,03558,153△8,244352,549△24,776327,772

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△24,776千円には、セグメント間取引消去△1,733千円、棚卸

資産の調整額△23,042千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
2,250,974411,140772,61438,2173,472,946 － 3,472,946

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

859,8013,30483,269 220 946,595△946,595 －

計 3,110,776414,444855,88338,4374,419,542△946,5953,472,946

セグメント利益

又は損失（△）
232,51028,78353,364△10,056304,602△70,173234,428

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△70,173千円には、セグメント間取引消去1,070千円、棚卸資

産の調整額△71,244千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円53銭 10円69銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 219,077 186,963

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 219,077 186,963

普通株式の期中平均株式数（株） 17,490,521 17,490,006

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成24年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………174,900千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年６月13日

　（注）平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成24年８月７日
────────

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

　

　 有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西　村 　 猛 　  印  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小  林  洋  之   印 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシン

精機の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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